
CATALOGコアコンピタンスを⽣かす戦略システムのための開発方法論

⾼品質･⾼⽣産性の両⽴を追及した、オーダーメイドシステムのための開発方法論
近年、ERPパッケージをはじめとするパッケージ導入を検討される企業が増えています。
しかし、すべての業務領域においてパッケージ導入が適切とは限りません。特にコアコンピタンスの領域では、企業の独自ノウハウが培わ
れており、競争優位獲得のために、そのノウハウをビジネスに生かせるシステムを構築しなければなりません。
このため、そのような業務領域ではパッケージではなく、オーダーメイドでのシステム開発が必要になります。
「DOA-RAD」は、オーダーメイドでのシステム開発に効果を発揮する方法論です。
データ総研独自のアプローチにより、業務仕様の作成を効率的に進めることができ、結果として品質の高い要件定義を実現します。
また、要件定義が高品質であるため、手戻りが少なく、下流における開発の生産性をも上げることが可能になります。
（1995年～1997年にかけてキリンビール（株）での大規模開発プロジェクトにおいて、従来比3.1倍の生産性を実現した実績を持っています。）

システム開発のトータルソリューションを提供

DOA-RAD

DOA-RADは、「DOA（Data Oriented Approach）」と「RAD（Rapid Application Development）」の考えを融合し、高品質・高生産性を追及した、
システム開発のための設計方法論です。
（株）データ総研と（株）キリンビジネスシステム両社の数多くの大規模開発プロジェクトノウハウから誕生しました。
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方法論「DOA-RAD」では、上流から下流の主に設計工程を作成するドキュメントと手順の両面からマニュアル化しています。
上流工程ではDOAを、下流工程ではRADを適用し、開発を進めていきます。
DOAの適用で完成した高品質な業務仕様は、リポジトリに格納され、シームレスに下流工程に渡されます。
下流にあたる開発工程では、DOA-RADに適合したツールを用い、RADの考え方を適用することで開発生産性の向上を実現します。
上流で品質が高く、整合性を保証されたデータが完成していることで、最小限のプログラミング作業で、効率的なプロトタイピング型の開発を
実施することができるのです。
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DOA-RADで定める⼯程概要（中⼯程）

DOA-RADを適用したソリューションのご紹介

下記はDOA-RADの手順を中工程レベルで示したものです。
実際のマニュアルには、詳細工程（小工程）ごとに進め方のポイントや、
体制、成果物、成果物サンプルなどが記されています。

「DOA-RAD」を適用したソリューションをご紹介しております。ぜひ下記セミナーにご参加ください。（無料）

代表取締役社長 黒澤 基博

1985年創立。データ設計と標準化に特化したITコンサルティングファーム。データ中心アプローチ(DOA)のパイオニアとして知られる。
PLAN-DB®、PLAN-CODE®をはじめとする設計技法や開発方法論をベースに、わが国のリーディングカンパニー約260社を支援。

800件を超えるデータ仕様ライブラリを有する。
東京都中央区日本橋小伝馬町4-11サンコービル TEL:03-5695-1651 FAX:03-5695-1656 http://www.drinet.co.jp

お問合せ先：株式会社データ総研 営業担当 TEL：03-5695-1651 / E-Mail：crm@drinet.co.jp

記載の団体名、仕様名などは各社の登録または登録商標です。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション開発開発開発開発のためののためののためののためのツールツールツールツール紹介紹介紹介紹介
・要件定義のためのツール 『THeRepository』 （株）データ総研
・基幹Webシステム開発を標準化するJavaフレームワーク 『楽々FrameworkⅡ』 住友電工情報システム（株）
・業務アプリケーション開発のパラダイムシフト 『基礎技術（GeneXus）』 ジェネクサス・ジャパン（株）
・Webアプリケーション自動生成ツール 『Web Performer』 キヤノンソフトウェア（株）

【第2部】

要件定義要件定義要件定義要件定義～～～～設計設計設計設計のののの方法論方法論方法論方法論 「「「「DOADOADOADOA----RADRADRADRAD」」」」
業務の可視化をするためには、何をすべきか？ （株）データ総研
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WEBアプリケーション開発のための

業務可視化方法論業務可視化方法論業務可視化方法論業務可視化方法論とととと自動⽣成自動⽣成自動⽣成自動⽣成ツールセミナーツールセミナーツールセミナーツールセミナー
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